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２０２１年 8月 1日 

名島保育園 園長 林田睦子 

                                  

今年もキュウリ、なす、トマト、ゴーヤ、たくさんの夏野菜が収穫出来てます。ぬか漬

けやクッキングに使い、子ども達とお日様の恵みに感謝しております☆ 

こまめに水分補給をして、熱中症を予防したり水の事故に十分注意したりしながら、 

夏ならではの活動を楽しんでいけるよう見守りましょう。体が疲れやすい季節です。 

ご家庭でもしっかり休息をとるようにお願い致します(^^) 

  

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

＜ お知らせ・お願い ＞ 
  8 月 13・14・15 日はお盆です。 

『名字・家紋大辞典』が、保育園玄関の本棚にあります。 

名字のルーツや家紋を調べて、子ども達に御先祖様のお話をされてみてはいかがですか。

御先祖様から繋がる命に感謝して、家族そろってお墓参りされてください(^^) 

例）『名島』 

各地の「名島」という地名がルーツ。中国地方から九州にかけて多い名字で、とくに広島県の江田

島に集中している。全国 7300位。 

    ８月の行事 
７日（土） 子育て支援 

       クッキング教室 

 

９日（月） 山の日振替休日 

 

１３日（金） 

～１５日（日） お盆 

 

        

     ８月の一口メモ 

【お盆】――｢盂蘭盆｣の略。｢盂蘭｣は、地獄で

さかさまにぶら下げられる苦しみを解く意の梵

語の音訳という。陰暦７月 15 日を中心に行われ

る仏教の行事。いろいろの食べ物を仏壇に供え

て、死者の冥福を祈るもの。    

【広島平和記念日・長崎原爆忌】―― 

1945(昭和 20)年８月６日午前８時 15 分、アメリ

カ軍のＢ29 爆撃機エノラ・ゲイ号によって、世

界で初めての原子爆弾が広島に投下される。一瞬

にして約 14 万人もの人名が奪われた。また、同

年８月９日、午前 11 時 2 分、アメリカ軍のＢ29

爆撃機ボックス・カ－号が、第２の原子爆弾を長

崎に投下した。市街の約３分の１が燃え、７万人

もの尊い命を奪った。 

  



体操教室参観・運動あそび参観について 

体操教室参観 

体操教室参観はコロナウイルスの感染拡大の状況を考慮致しまして延期とさせて頂きま

す。感染状況を見ながら開催の時期を決めたいと思います。ご了承下さい。 

運動あそび参観 

予定日時 １回目 10月１５日（金） １０：００～１１：００ 

     ２回目 10月２９日（金） １０：００～１１：００ 

 

場所   千早公園グラウンド 

 

＊千早公園のグラウンドをお借りして行います。その為、他の公園利用団体との協議を 

8月にし、日程が確定致します。変更になる場合もあります。ご了承ください。 

＊参観後、保育のお子さんは保育園に戻ります。帰られる方は現地解散になります。 

＊悪天候時は中止となります。 

 

災害時の対応について 

基本的に保育園は、台風や大雨等悪天候の日も開園していますが、災害時、緊急の場合、

病院にスムーズに移送できない事も考えられます。 

そのような時は、お子さんの安全第一を考え、家庭保育のご協力をお願い致します。 

 

登園・降園の安全について 

日差しが強くなってきました。帽子を被っての登園を心掛けましょう♪ 

また、お子さんが一人で駐車場に飛び出さない為に、 

駐車場入り口及び玄関の出入りの際は必ずカギを閉めるようにしてください。 

 

感染症について 

シラミや結膜炎など、プールを介して感染してしまうものがこれから出てくることがあ

ります。気付かれたら早めに受診又は駆除をし、職員にもお知らせください。 

 

はきものについて 

クロックスやサンダルで登園しているお子さんがおられます。園庭で遊ぶときは、 

しっかり活動できる様に、裸足か、運動靴、鼻緒がついた草履を履くようにしてください。 

 

 



お盆の象徴「精霊馬（しょうりょうま）」の正体は？ 
 

精霊馬とは？              

精霊馬とは、お盆のお供え物の一つです。 

精霊棚に飾り付けるもので、きゅうりやなすを用いて作る馬や牛型

の置き物のことを言います。割り箸や爪楊枝などを足に見立てて、

それぞれの野菜に刺して足を作り動物にたとえています。 

それぞれの動物は、先祖の霊の乗る乗り物に見立てられています。 

通常、迎え盆（８月 13 日）に作り、先祖を送る送り盆までお供え物

として供えます。 

浄土真宗では精霊馬の習慣はありません。 

 

精霊馬の意味 

精霊馬は、ご先祖様があの世とこの世を行き来するときの乗り物と

して作られています。 

・きゅうり：足の速い馬に乗ってあの世から少しでも早く帰ってこ

られるように 

・なす：少しでもこの世に長く滞在してもらうように 

という魂を想う気持ちが込められています。 

 

飾る時期は地域によって異なる 

関東を中心とした地域では迎え盆の８月 13 日の朝に精霊棚と一緒 

に作って飾り、夕方に火を焚いて霊をお迎えするのに備えます。 



しかし、北海道や中部地方の多くは送り盆の８月 16 日（15 日の所 

もある）に作られます。旧暦のお盆の日にちをとって 7 月をお盆と 

する地域もありますので、地域ごとに作る時期は異なる場合があ 

ります。 

 

精霊馬を置く場所はどこ？ 

一般的に、精霊棚（しょうりょうだな、盆棚ともいう）に向かって 

右側手前に置きます。精霊棚がないご家庭では、お盆やお皿に置い 

たりすることもあります。 

 

精霊馬の置き方にも注意 

なすやきゅうりのへた側が頭部になります。 

精霊棚（盆棚）に飾る場合、迎えるときは精霊棚側が内向き、送る 

時は外向きに置きます。精霊棚に魂をお迎えするので、精霊棚（仏 

壇側）が内向きとなります。 

ただ、ご先祖様は東から来るのできゅうりは西向き、なすは東向き 

という置き方もありますし、玄関からご先祖様が帰ってくるので玄 

関の向きに合わせるという置き方もあります。 

 

今年のお盆はご先祖様のことを想いながらお子さんと一緒に精霊馬 

を作ってみてはいかがでしょうか(^^) 

 

引用 ２０１９ なでしこマガジン 


